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ず
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す
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］
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と
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な
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踏
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＼
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［
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；
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す
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司
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－
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あ
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古
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岸
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て
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＼
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を
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げ
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な
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と
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右
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＼
芦
田
が
「
玄
よ
）

γ
メ
ー
カ
叶
叫
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述
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＼
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鎖
円
余
一
姉
間
切
に
社
一
社

L
た
も
の
じ
あ
っ
た
υ

交
際
、
こ
の
枠
制
の
l

戸
出
が
川
官
、
ズ
た
の
は
、
山
県
一
y

、～J
7
に
お
け
ん
V
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築
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古
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を
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独
立
を
承
訟
」
す
る
よ
と
、
一
北
支
の
資
源
開
発
、
一
品
川
た
の
品

得
に
つ
い
て
円
本
の
訓
休
に
阿
倍
を
持
つ
こ
と
」
と
？
っ
つ
の
代
慣
と
引
き
換
三
〆
に
、

ffj 

凶
百
九
円
権
益
は
巾
μ
来
る
限
り
円
J

卓

英
米
社
ハ
仙
川
の
第
一
国
人
に
討
し
、
其
通
商
上
り
し
山
間
え
A

早
川
と
す
る
こ
と
、

民
間
相
神
に
於
け
る

す
る
寛
大
な
怒
授
を
ヘ
J
f
こ
と
、

諮

問

化

的

べ
き
」
こ
と
と
い
う
た
条
件
今
日
み
が
受
け
入
れ
る
べ
き
む
あ
る
に
一
論
、
J

る
と
と
も
に
、

ら
の
条
件
は
「
出
に
然
倒
的
協
力
的
立
慌
で
あ
る
一
計
り
で
ア
ゆ
く

辺
ト
仇
、
己
的
｛
日
進
行
一
し
つ
a

あ
る
文
京
の
海
平
日
均
一
践
に

y
ン
ラ
キ
を

じ
ず
丸
太
一
ョ
の
河
平
半
縮
を
従
来

L
た
f

山
川
問
は
、

掛
け
る
払
志
的
条

f
で
あ
る
と
〆
て

お
一
次
沢
↑

E
7明
町
一
山
内

抗
い
μ

司
氏

政
府
の
尚
史
的
武
力
掃
蕩
一
や
「
戸
本
軍
の
同
州
共
叫
駐
屯
一
、
刈
i

ぷ
地
ん
を
腎
蕊
訪
日
ヘ
取
一
以
と
す
る
こ
y

一
な
亡
の
条
吐
ー
を
意
性
的
に
韮
れ

!)' 

「
H
不
は
向
付
寸
支
部
に
れ
ζ
終
消
却
独

μ
を
行
は
ん
と
す
る
も
の
に

4
ず」、

「
第
三
川
の
刈
刊
誌
を
制
収
ー
す
一
人
叫
が
む
き
こ
と
会
求

じ
木
は
支
那
の
、
F

弘
LT午前内午前する

と
い
り
た
文
一
日
が
つ
な
苫
合
わ
せ
る
こ
と
ご
、
中

πい
の
お
1
n恨ん
l

、
2

J

J

一ド－

F
L
ァ
ι，午
H
d
L
1
4
4
J

「
4
5
1
J
f

一

去
ら
刊
は
＋
久
米
一
一
刊
↑

t
ノ
？
一
州
軍
平
以
酬
を
長
案
、
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

昨
d

を
門
ン
て
ヘ
J
J
惇
献
は
任
論
と
し
て
強
引
に
解
釈
し
よ
う
と

l
ト
一
の
で
あ
る

わ一、
h

ドドィ少｝、「
J

！
r
l

、MH
J

門
司
口
L

ソん、

f

l

l
】

t
z
l
b
f
ド
1
1
1
5

機
会
均
等
h
r
t
4
4
5
山
し

r市川ハヰい
U

」
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i

j

i

、

J
も「
J

て
ー
こ
J
U

京
市
折
秩
序

u
l
戦
与
す
の
辺
実
を
辺
行
一
山
的
に
基
礎
つ
け
よ
っ
ど
す
る
県
中
協
同
体
論
け
J

論
壇
を
布
巻

,,ii 

川町明吋山内段、

す
る
い
ヤ
で
、
こ
の
よ
つ
な
岸
川
問
の
外
交
円
一
川
は
明
ム
か
に
翼
民
な
J
u
m
で
あ
）
九

ゴ
桐

透
明
体
制
を
一
例
光
J
q
る
も
の
と

L
L位
置
つ
け
fh
れ

る
卒
混
同
協
品
川
へ
の
復
涼
を
説
く
れ
交
請
は
、
戸
一
れ
ま
で
の
い
小
ペ
叫
？
の
刊
川
県
を
れ
｛
止
す
る
も
の
に
池
な
ら
な
カ
》
た
か
い
円
で
あ
る

し
か
し
、
戸
川
凶
が
取
中
協
同
体
市
に

u
m
t
す
る
こ
と
は
一
決
し
て
な
L
P
一
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

山
に
お
い
て
、
円
一
州
が
荒
お
り
ア
ジ

ア
派
十
川
町
山
政
出
、
口
唱
は
川
秀
尖
と
い
J
J

た
束
中
協
同
体
論
者
と
は
叶
昇
、
な
打
、
山
T
Fサ
シ
ョ
ー
ァ
リ
ズ
叫
に
刻
一
一
q
yサ
～
ハ
感
冬
山
抗
伯
尚
品
川
化
の

問
題
仁
川
町
す
／
内
向
？
U
M下
J
ぞ
れ
ほ
と
ム
川
く
な
か
っ
た
こ
と
を
似
し
て
い
る
c

周
知
の
仁
、
っ
け
、
京
亙
協
川
体
論
に

t
る
円
小
川
町

FK円
五
の

つ
は
巾
刊
を
従
民
的
地
用
に
帝
い
て
き
た
帝
匡
l
義
秩
1
4
と
L
一
に
の
リ
シ
、
〆
ト
ン
休
祇
の
解
体
J
い
也
、
｝
点
に
あ
ハ
七
が
、
古

一
官
涯
の

出

租
民
の
回
収
は
、

支
部
制
よ
り
扱
－
小
す
ぺ
J1

長
件
で
あ
こ
f

＼
汀
比
一
同
が
之
を
山
久
求

L10
こ

中
国
の
脱
植
民
地
化
！
と

v

つ
民
同
曜
に
凶
品
川
内
一
じ
：
為
っ
た
吋

天
津
山
制
収
パ
エ
会
弘
、
事
件
に
中
h
r

し
て
、

と
は
川
崎
み
i
可
な
り
南
町
い
な
間
四
四
」

J
N
F
F

〆
中
也
に
J

t

1

1

f

j

 

で
あ
る
と
述
べ
る
な
と
、

ご
、
ヨ
山
l

柿
一
予
を
括
協
的
に
什
l
｛此

υ
な
か
っ
た
と
い
P

つ
挙
実
は
、
制
門
町
い
が
戦
争
淀
川
化
と
い
う
国
際
？
？
い
一
心
北
に
出
ら
し
て
リ
山
l

戦
下
れ

で
ρ
だ
こ
と
を
（
ハ
い
峻
ぷ
、
ド
る
J

例
え
ば
、

の山川
ι
小
、
刊
行
？
一
山
l
M

、
凶山川

ζ
υ
L
崎

L

K

L
ら
め

に
川
か
つ
て

＋
一
取
の
校
「
λ

げ
と
い
ふ
も
の
は

河
本
の
斤
ハ
刀
で
持
へ
て
ノ
仁
h
J
な
け
れ
ば
保
て
な
い

ハ～
υノ

cあ
っ
て
、
束
中
治

河
付
人
岬
は

1
羽生人会一

rに
な
い
戸
一
明
二
川

一

日

〉

、

で
よ
タ
り

「
東
而
に
於
け
る
判
秩
F
と
は
、
と
う
い
ふ
F

〕

L
J
J
L

一
口
へ
ば
、
y

向

の；f:
合に
科、於
L !r 
たる
も｜！

の1「本
ぴ）

と覇
の i' 

万で
-5: L1 
:j］な
めい
どか
し、 t
く出JJ、，，
/) - ~ 

：•一 φ 一、、 キ右
しミ ！ロ1
るにlJJ 

ノJ

クコ

トH
!J 

－
市
l
r

新
政
誌
と
は
共
産
お
と
伝
授
い
十
義

反
ず
る
束
苧
協
同
体
訟
は
、

円
山
工
叫
争
J
L
A

止
当
化
し
、
弐
町
体
制
の
名
の
に

U
山

ct山
内
秩
ぃ
阜
の
変
草
を
肯

一
共
臣
、
義
と
信
表
王
誌
の
ん
じ
体
一
以
れ
の
河
も
の
で
も
な
一
刀
っ
た
ハ

－［J
U
川日
f
h
l
t

つ♂ー、

方
、
多
国
間
協
両
へ
の
復
帰
を
説
く
戸
川
の
外
父
誌
は
外
務
宵
と
の
山
に
も
札
較
を
生
ー
さ
せ
る
こ
と
に
怯
つ
れ
／
G

I

小
和
の

よ
う
な
「
一
肘
僚
が
、
九
時
々
の
忠
付
J
P

け
で
、
口
目
2
を
匂
川
両
人
的
処
く
扱
ハ
ん
と
す
る
〈
そ
れ
じ
午
、

し
て
れ
く
ん
だ
と
そ
の
日
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記
に
記
）
ご
い
る
土
う
に
、
十
戸
川
は
ン
ベ
ベ
ン
e

タ
イ
ム
メ
の
編
集
ん
針
を
め
ぐ
っ
と
情
引
が
と
山
げ
す
る
よ
う
に
な
っ
と
い
た
の
で

ーめ吋ム》一

竹
ヂ
ベ
阿
川

↓

八

（

7
パ
午
川
九
汚
灯
、
J
L
l

パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
紙
で
は
、

イ
子
j
ス
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
の
ヱ
チ

T
j
マ
併
合
ゑ
誌
や
、
、
ュ

ン
ヘ
、
J

会
談
占
い
っ
た
一
連
の
右
利
政
策
を

1

現

長

義

L

外
交
と

J

て
一
市
市
附
し
た
上
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
p

）
九
ノ
レ
た

1

引
実
、
土
義
L

基
づ
い
て
じ
巾
流
争
勃
発
以
後
丹
東
ア
ジ
ア
の
現
状
に
つ
い
て
も
二

上
下
つ
に
な
っ
て
川
ノ
L

べ
さ
さ
あ
る
、
と
い
う
レ
よ
う
な
社
説
が
付
載
さ
れ
る

と
が

r
戸
同
か
ら
日
れ
ば

／
手
リ
ス
の
対
日
宥
却
に
釘
作
す
る
外
f

崎
将
の

一
現
川
主
義

は
肴
J

叫
以
内
続
出
に
ハ
お
き
な
い
も
り
で

氏＇ I ；割台， ;r，なにおけ乙吉 i1~-c高出0['1際及川間｛ えl

あ
っ
た
c

／
ド
リ
ス
が
一
色
、
主
な
外
交
上
ル
戸
」
を
必
要
と
1
る
の
は
一
史
作
空
軍
と
海
半
の
恋
宍
は
一
九
回

主
ー
に
九
F
り
な
げ
れ
ば
そ

り
わ
れ
忠
全
日
へ
な
い
」
か
ら

C
あ
り
、
守
f

叩
政
策
は
ギ
ー
拡
心
た
め
の
時
間
U
W
ぎ
と
し
て
見
と
べ
き
も
の
で
め
り
た
炉
ら
で
ふ
り
る
つ
戸
山

中
同
の
倣
ウ
門
的
る
ほ
侃
机
に
品
い
、

心
て
か
品
川
引
き
返
す
に
は

と
る
之
則
に
、

士
山
山
界
の
憎
悪
）
か
何
ら
れ
ず
、

司
不
ド
賢
明
に
な
る
こ
と
」

L
他
な
ら
な

r
っ
f
の
べ
l
J
め
る

い
と
〉
一
仁
三
別
主
義
」

fr｝
L
T品
、

政
治
い
か
も
よ
ム
さ
ヘ
。
ぃ

ハ同一一肌出

" U) 

反

札
一
十
戸
川
川
口
の
一
λ
平
和
北
川
作
封
鎖
事
件
に
い
請
を
向
日
す
る
い
英
夫

rhrz
一
訟
に
お
い
て
も
右
同
外
情
は

m
司
問
題

mf
包
伝
的
謝
霊
を
対

ち
出
〆
て
東
出
利
秩
序
一

に
対
す
る

f
ギ
リ
ス
の
本
忠
告
取
り
u
h
r
d

け
る
、
一
Y

を
試
み
た
が
、

山
政
協
定
げ
か
成
す
し
た
矢
先
の
3

〕
バ

六
円
、
ア
メ
リ
ノ
カ
は
守
は
円
，
木
浪
商
抗
対
条
約
の
崎
山
某
J
Y
」泌土門、

じ
十
三
父
母
も
J

治
安
副
題
L

M
何
済
河
川
忠
を
め
ぐ
る
只
什
仲
f
N

リ
仕
間
山
中
市
で
ノ
小

三
」
討
閉
ま
り
、

へ
刀
一

O
R
に
決
裂
し
た
J

戸
凹
の
L
ア
ぶ
し
た
、
ι
G
h
リ、

r
x
J
ス
を

L
C
ア
メ
リ
カ
の
抱
宍
L

込
み
を
区
る
と
い
う
γ
ジ
ァ

点
の
小
野
九
川
町
は
完
全
な
牛
八
？
パ
ト
終
わ
っ
た
の
で
あ
る

の
わ
ず
か
一
日
後
に
以
ソ
不
可
伐
条
約
が
成
方

ふ
河
宍
協
定
日
点
化
に

し
か
も

よ
る

束
事
前
秋
序
」
の
建
設
と
い
う
市
4
J
派
の
方
治
主
ま
た
破
淀
す
る
こ
と
い
な
，
た
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こ
う
）
y
L

「
烹
中
川
刺
殺
ザ
を
め
ヘ
る
政
策
の
再
給
、
討
が
迫
ら
れ
る
…
士
、

己

防

共

外

父

か

ら

転

L
て
れ
ノ

緊
張
緩
利
的
線
が
核
I
F
3
れ
る
で
つ
に
L

、
で
て
い
く
（
」
と
り
わ
け
九
司
一
心
可
四
月
以
降
m
ヨ
ヲ
ロ
y
パ
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
快
進
竿

ゴ
桐

こ
い
へ
直
際
的
』
持
の
営
化
に
と
も
な
っ
f

＼

仏
年
平
羽
印
と
い
つ
れ
一
京
市
ア
ジ
F
J

へ
の
主
出
の
好
機
が
も
れ
じ
り
さ
れ
る
A

、
古
川
に
悼
の
た

ゲ〉

グ〉

北
ん
諸
説
と
い
う
ほ
力
政
ム
山
初
枝
凸
、
か
ら

政
判
中
が
で
も
川
ソ
川
父
尋
認
の
市
安
川
パ
h
J
ヲ
一
ノ
＼
忘
証
印
さ
れ
プ
ヲ
）
？
と
に
な
る

方、

R
中
山
、
争
訟
が
冗
以
走
の
け
戸
田
は
、
日
川
ソ
協
詞
議
か
ら
距
離
を
晋
く
上
司
つ
に
な
っ
て
U

たに

445

、

こ
3

、：

l
d
d

し戸
l

は
汚
ド
八
回
（
州
知
、
伊
を
中
心
と
？
一
ヲ
マ
叫
一

と
巧
お
い
け
山
義
一
同

仏
、
釈
を
巾
心
L

に
す
る
）
ー
と
の
刈
！
げ
と
引
一
μ
し
た
よ
う
に
、
戸
山

hu
ソ
速
を
フ
ア
シ
ズ
2
防
官
と
一
「
ノ
与
一
ク
一
ア
ン
l
加
古
の
と
む
ら
－

げ
て
い
な
い
ま
ん
、
前
節
じ
詰
l
た
戸
川
町
ワ
5
2〆
ト

〆
い
停
制
同
円
四
川
訟
の
小
で
も
ソ
述
レ
r

一
の
関
係
に
つ
い
て
言
ゅ
ん
す
る
こ
L
Y

は
な
か
っ
た
d

" c 
cシつ
理
111 
ぴ〉

ノ
手
、
よ
I
R

中
戦
予
の
勃
川
せ
に

ょ
っ
と
対
ノ
協
調
の
夫
現
川
九
陪
れ
が
尚
一
ー
し
た
こ
と

F
挙
げ
一
り
れ
る
が

よ
リ
亀
山
売
な
の
は

九

七
r

代
以
降
ソ
連
園
内
て
を
き
起

こ
コ
た
一
十
八
テ
一
J

ル」

ソ
J
P
L
ア
長
刊
安
ム
ア
川
町
湾
政
震
か
J

つ孤
i
f
、
義
＼
t
p
一
何
相
川
、
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑

U
の
」
す
附
を
下
さ
マ
る
や
μ
行
士
い
」

戸
戸
、

念
か
ら
、
芦
市
が
「
ノ
川
市
1
4

は
蕊
状
謝
持
い
派
の
品
川
を
一
j

三
、
将
来
防
御
的
怒
勢
を
執
る
も
の
と

ζ
Yつ
従
米
内
的
ノ
認
識
を
修
正
し
つ
つ
あ
コ
ル
人
｛
「
に
あ
る
一

も
つ
レ
も
、
芦
田
は
、
ソ
達
子
プ
ア
／
ズ
k
附
言
ー
こ
の
提
携
に
踏
み
切
る
と
い
へ
よ
入
な
れ
よ
照
子
見
罰
し
て
い
た
訟
で
は
な
い
。
実

際
、
山
ト
J
F
f
ノ
フ
の
外
務
人
民
委
見
解
打
に
際
ヒ
＼

日
戸
川
は
法
ソ

「ι
7
1虫
F

院
本
が
f
H

に
帰
ム
立
法
考
へ
ら
れ
な
い

の
可
能
川
叫
L
V
一
全
く
マ
f
g
L
J
い
な
か
っ
た
。

ぃ
U
A

一
叫
べ
て
い
る
ふ
引
）
に
、

し
た
が
っ
て
、

阜
で
あ
っ
た
〈
同
持 一
比
二
九
年
へ
バ
乃
独
ノ
不
一
一
J
d

寝
条
約
の
締
結
は
、
戸
凹
に
と
で
1
1
ま
る
と
一
訊
の
に
需
カ
洛
ち
た
よ
う
一

こ
の
独
ソ
提
携
は
、
パ
「
旧
の
対
ソ
協
尚
北
川
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
ご
勺
な
っ
た

す
な
わ
ち
、
与
川
内
は
、
お
川
川

事
交
以
米
の

て
あ
っ
た
け
ソ
不
り
浸
条
約
＝
つ
い
て
、
一
私
以
出
米
な
い
だ
ら
、
っ
ー
と
忠
ふ
」
と
述
、
＼

ハ」
J
え
一
山
来
た
か
ら

17:8〆.ZliI 'I. 3〕rn~ ；，戸市j 位（GI 22: 
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京

12に
不
け
は
的
だ
か
ら
こ
い
勺
て
、
交
い
す
る
事
望
が
出
i
V
4
る
f

か
こ
い
ふ
と
、
中
々
出
ど
来
主
い
こ
し
亡
、

す
よ
う
に
な
っ
た
、
そ
し
て
欧
州
戦
一
与
勃
発
後
じ
は
、

1

対
ソ
弔
問
川
は
一
じ
も
ど
れ
を
き
宅
に
す
る
レ
は
司
苫
れ
な
い
と
い
へ
ょ

っ
に
、
H

戸
川
は
日
刊
ノ
協
訴
前
カ
ら
一
守
山
ソ
市
へ
〆
一
ア
て
の
す
場
所
司
ら
か
に
転
熟
1
J
れ
ん
の
で
あ
る
。

片
川
何
日
叫
ん
こ
の
よ
ヲ
な
以
ソ
的
措
疫
を
と
る
よ
、
つ
い
な
っ
た
法
街
灯

つ
岳
、
は
、

対
ノ
協
組
品
円
一
司
略
的
情
憶
が
減
少
あ
る
い
は
変
質

l
d

一一台一レ

｜

／

、

に

ら
れ
る
ハ
ヲ
か
も
す
も
古
川
の

U
ノ
協
託
制
が
対
本
問
主
刊
の
見
Mr
か
り
と
し
L
L
ι

育
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
三
た
こ
と

は
、
況
に
指
摘
し
た
還
り
で
あ
ゐ
r

一
」
れ
に
刻
し
て
、

円
中
戦
争
勃
発
刀
後
に
行
げ
る
対
ソ

米
ノ
ハ
M
h
V
応
対
米
半
新
ど
い

氏＇ I ；割台， ;r，なにおけ乙吉 i1~-c高出0['1際及川間｛ えl

つ
よ
う
な
泊
阪
府
な
も
の
へ
と
定
わ
ゥ
て
い
た

九
パ
ペ
ノ
イ
im門
円
以
降
の
ド
ノ
バ
ソ
の
LI進
町
本
に
と
も
な
う
前
送
苛
と
そ
の

〆

3

！、

L
力
モ

7
1
1
M
静
議
」
と
い
う
じ
同
点
か
ふ
け
リ
同
交
終
調
の
必
要
引
が
、
f
t
張
さ
れ
る
よ
λ
ー
に
な
っ
た
こ
と
は
、

対
来
一
干
制
か
程
、
え
て
対

こ
J
J
〕

ナ

k
d

米
対
抗
や
一
円
的
と
す
る
も
の
じ
あ
り
、
一
れ
ま
で
灯
台
巨
が
明
え
て
き
た
対
ソ
協
一
調
訴
！
と
は
全
く
性
質
を
宍
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た

の
と
き
芦
刊
が
一
実
力
窓
辺
目
前
は
そ
れ
が
必
杭
的
い
い
日
未
開
一
僚
か
他
ω況
に

t
化
さ
は
呪
る
も
の
ぺ
に
あ
り
、

比
m出
M
H
主
に
さ
ヘ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
」
J
凶
べ
一
l
待

E
b
促
1
p
と
も
に
、
ノ
て
れ
で
は
市
単
品
に
一
土
て
伝
一
一
が
p
f
恕
き
れ
る
「
未
刊
に
討
抗
す
る
r
品
め
に
ソ
品

乙
同
党
鳴
す
る
吋
能
性
い
が
あ
る
か
と
問
い
か
け
、

I
A
i
だ
す
る
答
案
は

と
い
る
の
は
、
芦
田
が
以
ソ
品
へ
と
転
蚊

L
た
動
機
会
一
掃
的
に
小

L
て
い
る
（
」

る
乞
一
も
な

ν
ζ

し
て
対
ソ
提
携
市
や
蹴
u

心
か
、
古
刊
に
乙

J

1
よ
h
川
片
山
内
だ
っ
た
の
は
、

ソ
速
に
対
す
る
太
居
川
感
で
あ
っ
た
、
こ
の
内
ん
に
関

L
亡
、
欧
vhuぷ
の

4
「
阿
波
ノ
大
慢
で
あ
ノ
な
山
県
郷
茂
耐
仙
の
対
ソ
認
誌
と
比
一
牧
寸
（
れ
ば
司
ら
か
ご
あ
る
の
向
州
事
変
以
後
一
目
し
て
対
ソ
協
J
A
ハ
怖
を
唱
え
て

さ
た
東
郷
は
、
独
切
と
の
HK議
九
九
市
進
論
ー
と
結
び
つ
く
こ
と
を
警
u
y

し
つ
一
つ
も
、
豆
肢
の
小
一
位

E
え
は
吋
に
対
す
ゐ
打
撃
守
口
川
作
関
係

に
お
け
む
外
交
的
げ
場
の
強
化
と
し
っ
た
開
由
カ
ら
こ
の
引
什
？
b
yノ
述
と
の
協
調
を
尖
現
J
9
ぺ
JVU
で
あ
る
と
説
レ
て
川
た
c

叫
す
る

南
進
論
へ
の
警
戒
と
い
弓
占
、
を
な
し
引
u
v
c
ー
も
な
お
、

思カリ川勺川崎同
41
引
山
京
半
レ
い
う
す
雪
合
格
力
9

以
前
的
民
占
か
ふ
り
す
れ
ば
、

い
一
、
束
郷
は
、

p一、
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R
ソ
の
段
目
的
い
治
ー
に
は
未
だ
分
な
価
値
が
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
の
士
あ
る
J

ゴ
桐

日
ソ
吋
に
「
穴
可
侵
長
約
会
淀
ん
だ
と

L
C
も
、
よ
下
J

の
実
際
ド
於
f

ふ
1
9
Z
M
と，

y
り
は
何
物
も
な
い
一

〆
｝
〕
＼
東
部
の

t
う
な
μ
知
人
前
を
泣
っ
き
り
〆
よ
れ
絶

L
て
い
る
「
芦
田
は
、
欧
州
戦
争
抗
告
後
の
ノ
通
が
不
l
－
保
条
約
を

こ
れ
に
対
し
て
、
角
田
は
、

ん
坊
に
一

業
し
ζ
ブ
〆
〆
ラ

J

ド

ノ
速
は
市
民
ロ
シ
ア
日
代
円
山
田
義
あ
る
い
は
拡
張
氏
策
に
何
し
帰
し
た
の

y
ろ
う
か

る
3戸
｝ 

と
述
、
て
、

ソ
砕
外
父
に
刻
づ
る
宮
山
疑
心
を

こ
う

L
た
中
で
、
戸
凹
が
ー
ゾ
速
と
接
近
し
出

F
ず
る
い

干主
ロす 層
せo!ii
らめ
れる
ねよ
l工う
' ＇干’ふ V
, , 
レノ ム

なっ
し川Lλh

は
n
m
J十
江
川
引
拭
方
と
信
報
と

J

一
九
バ
円
九
パ
し
、
、
ミ
乃
ム
l

命、

f
h
f
し
ノ
ジ

l

芯
張
設
へ
と
何
去
し
て
い
く

λ’ オマ

ソリ虫
J

外
父
に
対
す
る
不
信
感
を
惇
わ
に
し
ー
に
も
の
で
あ
っ
た
も
は
や
百
四
江
、

も
、
宇
実
不
り
能
」
に
な
っ
た
L

一
見
な
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
ご
め
る

一
円
ソ
問
い
布
川
仁
田
市
開
の
ム
F
J
T
枠
制
か
せ
よ
う
と

L
て

こ
の
よ
う
な
汁
ソ
不
信
感
に
志
づ
く
反
ソ
設
へ
の
似
換
は
、
松
本
的
に
は
日
戸
巨
の
芹
涯
一
弐
的
凶
品
川
政
治
仰
と
院
運
〕
亡
ヤ
る
土
、
っ

に
思
ね
れ
る
…
欧
州
戦
争
勃
泥
仕
院
の
平
凶
内
で
は
、

山
県
ιど
苧
一
豆
、

ソ
催
、
欧
州
、
本
州
内
川
つ
の
y

J

j

ク
に
分
割
？

1

そ
れ
ぞ

れ
円
京
、
ソ
謀
、
独
伊
、
ア
メ
リ
カ
を
一
山
口
拝
的
坊
と
す
る
析
校

れ
る
」
ず
に
な
り
、

日
T
戦
争
と
欧
州
戦
勺
4

は
こ
う

｝

J

に
ηザ
J
P

界
新
校
序
内
百
五
設
の
と
め
の
戦
い
こ
し
て
曽
義
づ
け
ヮ
れ
る
ん
、
そ
の
論
坦
的
帰
結
こ
し
て
の
独
伊
＝
の
媛
捻
ど
こ
れ
に
ノ
辿

を
か
ザ
士
号
、

y
に
よ
っ
ー
与
え
1
ノ
カ
の
に
ノ
戦
を
ふ
十
羽
J

ヲ
る
と
い
う
「
町
寸
協
均
一
前
が
ム
υ一
州
民
ず
る
で
つ
い
な
っ
と
い
p

＼
戸
れ
に
対
〕
J

一
＼
芦
出
は
、

支
店
ド
川
氏
け
る
刻
秩
序
と
い
小
も
の
が
、
ド
イ

y
u
T
チ
工
？
ノ
寸
を
併
合
〕
た
リ
、
ポ
ヲ
ノ
ド
を
収
J
fハ
り
す
る
一

と

、

制

に

三

L
4一
足
味
ー
す
一
ム
り
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
日
新
校

γ
で
な
い
と
述
へ
て
、
「
刈
凶
出
協
商
品
に
梓
J

く
位
界
仔
出
係
七

に
義
高
十
一
炉
、
え
て
い
る
の
欧
州
戦
争
に
刈
ま
る
l

戸
田
の
い
れ
方
は
、
ド

r
ツ
と
ソ
拘
と
川
、
っ
一
全
体
ム
ア
誌
の

λ
八品川

E

み
ー
の
国
一
苫
押
し
r
J

ぷ
す
も
の
で
め
リ
、
そ
れ
は
ー
目
深
川
冊
枚
目
川
γ
」
l
k
C
も
い
与
べ

3
も
の
で
あ
っ
た
り

ヘi
J

ツ
は
粘
「
万
円
以
け
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

七三

弐
均
一
仁
川

ま
た
、
以
川
政
下
に
対
一
9
7
b
u
＝
川
川
の
見
過
し
は
、

ブニノ
J

ブ
パ
が
円
以
品
し
た
椅
も
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「
戦
争
は
当
一
け
制
緩
す
る
一

ど一一凡ィ、い人た
c

「
川
川
市
治
川
悼
の
宗
主
に
は
疑
念
を
持
行
宮
↓

～
う
し
た
前
認
に
す
っ
一
九
ー
ー
で
、
芦
川
は
、

で
あ
る
こ
し
て
引
い
り
の
ケ
場
を
明
ら
か
に

L
、
戦
後
ヨ
際
秩
ネ
に
つ
い
ご
「
司
際
述
向
山
梨
約
と
組
織
と
に
改
訂
を
山
へ
、
こ
れ
を

改
菩
す
る
こ
？
こ
に
日
以
っ
て
、
円
七
に
も
角
に
も
い
出
汁
の
訴
し
き
秩
序
を
建
設
す
る
一
こ
し
こ
ー
な
る
と
丹
子
測
を
ボ

L
J＼
1

次
古
川
リ
対
設

と
し
ζ
f
J
に
協
力
す
る
の
川
忘
だ
け
は
い
什
声
す
べ
き
も
丹
と
回
て
ど
い
認
一
口
し
れ
ん
υ

戸
田
は
、
「
パ
可
i

初
会
議
に
か
一
て
凶
際
法
盟
約

－

3
1
4
 

t
主
治

医
ヰ
一
民
的
L
、
こ
の
阜
問
「
泡
織
に
依
づ
亡
人
絹
の
J

坊
し
き
ヮ
向
を
発
日
ド
ノ
せ
J

U

と
し
｛
＼
実
際
政
治
い
於
亡
も
、
こ
の

氏＇ I ；割台， ;r，なにおけ乙吉 i1~-c高出0['1際及川間｛ えl

ヨ
！
日
ノ
パ
が
河
内
，
h
、
械
に

T
忌
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
ア
皮
こ
そ
国
崎
川
治
の
新
た
な
る
形
怒
戸
礼
法
せ
ん
と
1
7
ω
μ
ぃ
恵
の
念
は
、
之
4
1
7附
U
L
d
F

る
だ
ろ
う
と
考
ん
て
い
た
m
め
で
あ
る

、
っ
一
仁
枝
グ
グ
山
h

u
芳
パ
ふ
ん
絞
り
r

ほ
さ
れ
て
宋
bh

一
こ
ー
と
寺
改
め

C
出出し析し

こ
の
よ
ろ
に
、
吉
田
は
、

日
小
戦
争
？
致
州
戦
争
に
対
（
て
聞
界
新
秩
庁
i

建
設
の
た
め
の
戦
い
と
い
、
つ
よ
う
な
三
買
を
－
1
1
7せ
一
と

限
付
欣
hy
の
勃
売
に
よ
う
て
い
辿
間
体
制
が
完
九
｝
ト
損
壊
し
た
夜
も
、

は
な
く
、

あ
る
程
度
二
札
を
積
極
的
に
一
川
F

ー
し
て

v
た。

σ〉、

と
は
、
欧
州
戦
争
勃
発
じ
い
院
の
内
村
が
ソ
ギ
王
暴
力
に
よ
J

て
凶
際
日
ぺi
序
を
波
頃
す
る
ア
ア
ン
ズ
ム
向
山
一
の

長
と
し
て
往
間
つ
一
け
る

ぷ
う
に
な
り
、
そ
の
伝
記
と
J

て
ノ
在
外
交
に
い
が
γ
工
、
批
判
川
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
か
一
小
〕
て
ハ
る
ご
之
介
、
二
、
尚
一
は
、
（
士
山
恥
に
は

「
円
ぷ
の
如
九
三
甘
い

い
て

7
J
ン
ト
ン
の
川
町
青
山
を
叫
が
ぐ
こ
こ
の
不
可
塊
」
奇
認

A
L、
ー
へ
一
面
的
に
ア
メ
リ
カ
に
妥
協
す
F
Q

」

以
外
に
け
J
八
河
係
改
五
は
の
道
は
な
い
）

7
〆
）
を
知
り
コ
つ

E
Y八、

日
け
れ
の
河
Mmを
詞
登
ず
る
こ
と
を
正
当
す
ふ
に
違
い
な
い
が
、
我

に
行
口
初
で
あ
る
か
を
別
礁
に
同
断
〆
て
、

止
む
や
ゼ
な
け
れ
ば

十
円
一
を
捨
て

が
安
全
で
あ
F

匂
一
レ
し
て
、
対
ソ
協
却
を
治
J

て
対
米
協
し
4
を
選
ぶ
こ
と
を
、
十
段
寸
ゐ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ゐ
U

茂斗万引の
u
d

チ
r
i

し
た
が
っ
て
、
出
ノ
旧
が
九
M
C
ヰ
九
万
の
巳
独
伊
一
一
戸
同
県
守
山
守
力
刊
口
ト
成
立
l
た
じ
ソ
巾
ど
粂
け
ん
W
A
T
－2
く
評
伝
し
な
か
勺
た

一
回
同
盟
「
よ
っ
て
、

は
米
i明
H': 
虫、

伝
説
臣
っ対

f主
> ~ 

乙？J
；＼ 出立
λlρ時
二lコ主

[ij ~ 
1↑与でミ

,,, 
円

ハ＇ ＇ト1叉
i役
目＇； （：コ
「平
日 不可J

こ
と
は
い
ろ
ま
で
も
な
い
ー
戸
川
は
、

対
米
開
戦
が
ず
く
そ
こ
ま
で
泊
J

て
い
る
と
の

い
一
説
法
し
た
」

と
し
て
、

、戸

レ
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F
K
L予
約
一
目
的
成

υ一
千
叩
点
一
川
一
ノ
し

沼
田
の
実
力
に
亀
裂
が
人
ハ
た
如
ノ
、
計
守
1

v

、

R
r収
益
一
の
政
一
い
ノ
辿
ー
か
ら
の
好
意
的
ス
ー
～
て
を
期
待

そ
れ
山
は
将
来
仁
川
一
っ
て
大
な
る
制
桜
を
碍
す
も
の
で
あ
る
、

す
る
如
主
Lmr

前
を
J
H
J

市
山
す
な
ら
ば
、

あ
る
い
は
「
い
い
す
条
約
が
白
山
本
た

ゴ
桐

ヲんa

Lっ
k に

内

ロ
ン
ム，

~·1 ,,, 
~·育l ii 
査総
l~ :? 
てイ、
c; •L 、
ノ〕 L

オl. 7 二

Lf 三
分苧
るld、
一心

y 

J旨
司、る

ず
る
す許
J久

y、

一作
l

米

そ
こ
に
危
険
な
こ
と
は
起
こ
り
ゃ
J

右
い
か
。
と
い
ふ
の
は
迅
ム
ム
二

の
ソ
い
け
ノ
ノ
ー
エ
ド
i

乃

山
守
桂
約
の
成
？
ゾ
品
川
も
対
ソ
ス
信
感
を
U
H
M

そ
も
っ
と
は
じ
な

F
M叩
の
効
柑
に
つ
い
て
は
疑
わ
し
い
と
思
い
な
が
G
も、

h

i

ノャ一。

カ
J

一
丈

ん
子
心
ご
は
一
一

ロ
ハ
独
川
明
日
川
県
は
ア
メ
円
カ
の

p

f

の
と
き
、

引
か
子
引
を
引
恨
め
る
こ
と
を
ヨ
ぬ
と
す
ゐ
と
政
府
カ
ら
党
ト
仇
え
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

へ
の
多
伐
を
肝
心
川
ま

ι
Lめ
、
仁
、

γ
肖
を

し
て
ち
の
詐
ノ
＼
必
必
な
ら
し
め
る
お
め
じ
ぎ
慌
の
力
会
一
致
す
こ
と
は
究
論
理
的
の
帰
結
で
あ
る
と
ぷ
l

張
じ
た
の
は
、
中
」
時
め
古
川
に

む
き
る
粍
杯
的
政
府
批
判
一
じ
あ
っ
た
コ

ご
か
〕
、

iL
司
知
の
上
町
ハ
ノ
に
、
相
門
ド
F

の
外
交
誌
が
日
本
外
t

父
の
叫
一
交
を
変
、
ス
る
こ
と
は
な
か
う
わ
ん
コ

九
区

二
三

j
〉

h
J
h
v
z
：ミ

ム
ノ
ー
／
ト
「

σ許
位
、
J
M
m
l目
u
m
ム
ダ

げいし
f
p

っ「山、

一
同
同
協
尚
一
両
が
破
絞
す
る
h
i
で

一、れ
f
h
F
4
ν

可
、
ア
メ
リ
カ
は
川
円
七

日
本
は
じ

H
L市
出
仏
印
へ
の
逸
肢
を
ふ
完
治

命

、

予

ヴ
に
い
川
札

円
、
不
院
日
慨
は
称
友

4
の
出
円
い
円
か
、
り
円
開
始
え
れ
て
ド
た
リ
、
ぺ
父
ル
も
閉
す
さ
を
パ
パ
院
す
る
に
は
ご

、りず

円

牙

つ
い
に
リ
誌
は
引
米
関
戦
仁
郎
み
切
了
え
の

2
め
る
）

M
4
j…
の
ヨ
記
に
門
叶
は
、
仁
川
て
か
ら
の
念

プ，
d

わ
A
m
v
a
d
m
一
外
交
を
制
調
J
3

ムマ」
t
J
へ
3
）
氏
推
を
擁
護
す
る
こ
と
行
で
あ
っ
た
〔

瀬
ハ
一

1
）
外
交
を
軌
し
止
に
来
せ
る
こ
と

昭
和
十
六
年

｛
］
）
、
（
三
は
完
全
に
潰
滅
〕
た
と
配
し
た
、
満
州
事
変
以
土
1

十
数
年
の
古
い
ハ
川
ど

、］：一
j

J

h

北
詰
I

句
作
［

f

の；；
_,.. , ~ 
」 t」

あ入
る止つ
の一、

グ）

、コj
わ
り
に

木
問
問
で
は
、
満
州
一
半
従
来
か
ら
日
米
間
践
に
ム
土
る
ま
で
の
時
的
目
／
川
の
外
ー
父
論
弁
昨
日
討
ャ
一
色
F

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
川
恨
の
対
ソ
協
品
誌
が

1752〆.Zlil'L3〕rn~ ；，戸市j位（6125; 



R
山
戦
争
勃
発
令
境
に
｝
〆
て
徐
々
に

ワ
と
い
き
、
必
ソ
謎
持
〆
欧
州
戦
争
の
勃
発
け
ど
後
に
は
問
ム
か
な
じ
以
ソ
品
へ
〆
転
怖
い
れ
し

少
に
い
つ
れ
～
こ
yjJ
一市川
1
v
ι
f

十
、
稲
川
王
L

ぷ
古
川
口
一
は
、
川
川
、
の
こ
い
で
あ
る
。

第

－L
、
汁
ノ
協
誘
一
一
雨
か
ム
一
足
ソ
論
へ
の
転
換
が
、
戦
争
庄
中
汁
化
こ
集
凶
安
ら
保
障
の
矧
立
を
中
核
と
一
一
q
る
川
一
際
達
同
体
制
を
重
恒

し
て
主
に
つ
刊
の

E
却
、
ー
で
義
的
国
際
段
い
山
説
に
E
つ
ζ

も
た
ら
き
れ
た
と
い
っ
こ
乙
で
あ
る
U

パ
刊
は
、
設
問
則
「
新
外
交

。！）

J
U
A

受
け
て
湾
問
川
を
巾
、
む
と
す
る
普
帽
土
義
的
ド
際
秩
序
を
単
市
す
ん
v

ょ
、
つ
に
な
り
、
そ
の
認
夜
は
、
第
次
也
界
大
戦
徒
の
世
界
一
仁
正

同
市
公
川
一
を
持
r
J

ょ
う
～
な
っ
た

γ
メ
リ

η

L
C
遠
山
川
と
の
協
川
を
深
め
、
多
一
山
一
問
、
＋
此
が
ア
メ
リ
カ

U〕

氏＇ I ；割台， ;r，なにおけ乙吉 i1~-c高出0['1際及川間｛ えl

外
交
の
長
調
l
t
な
ゐ
中
で
出
詰
ま
っ
た
乙
満
州
事
従
来
に
お
け
ゐ
芦
田
の
対

こ
う
し
た
普
店
l
義
的
匡
際
政
治
訪
を

引
吋
、
ノ
匝
一
が
折
進
L
1
b
張
問
安
八
十
円
同
意
政
策
に
片
付
し
、

吉
弘
爪
に
持
つ
一
も
の
で
あ
J

と

L

タ
な
わ
旬
、
吉
田
は
、

れ

応

T
る
こ
と
で
事
変
い
一
ょ
っ
と
到
ザ
い
た
東
f
vンヮ
J

に
お
け
る
多
国
山
溺
一
調
の
枠
刻
み
か

タ
マ
問
問
、
義
を
込
凋
と
す
る
ア

つ
け
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る

ν
ー
が
っ
て
、

北
六
小
二
の
草
北
分
断
ド
ム
作
を
受
け

メ
ワ
ム
け
よ
り
問
係
改
菩
に
ま

工
、
反
ソ
・
反
共
イ
ヂ
オ
ロ
ギ
に
之
わ
ノ
＼
防
共
外
父
い
が
什
ち
己
主
に
い
る
と
、
凸
…
一
は
－
L

れ
か
人
間
ノ
、
批
判
す
る
こ
と
に
な
っ
？
に

七

次
持
病
に
禿
ソ
協
湖
北
か
ら
昨
際
を
匝
く
ド
で
つ
に
な
り
一
、
い
っ
た

て
の
阿
古
一
一
け

J
I
l
l
－
 

u
l
y
l
じ

は、

E
い
い
叩
配
分
一
の
勃
発
に
ro
っ
て
汁
ノ
協
調
の
実
現
一
町
枝
件
が
低

l
L
r
t

一
と
い
か
一
子
げ
ら
れ
る
が
、

戸かりイ基市仏
4
m
f
は、

ソ
生
川
庁
、
メ
が

什
市
凶
安
全
保
防
政
ヘ
水
炉
、
h
孤
立
千
語
へ
と
凶
涼
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

y

い
う
対
ヘ
之
を
長
刊

つ
L

ー
で
つ
い
点
。
っ
と
戸
）
と
い

半
ノ
一
中
ノ
年
八
け
の
独
ソ

ぞ
れ
い
つ
づ
く
孜
州
戦
下
の
勃
発
は
、
そ
の
よ
う
な
訂
知
人
予
乞
砕
十
倍
仁
堂
、
ス
る
も
の
三
あ
っ

丸
町
つ
L

た

た
n

欧
州
一
税
予
の
勃
発
会
受
け
て
、
砂
川
は
は

7
び
ハ
リ
と
及
ソ
訟
の
f
M
場
を
と
る
よ
う
じ
な
っ
ん
の
L
あ
7
Q
H

こ
、
つ
し
た
戸
山
の
比
ノ
諮
へ
の
転
換
は
巳

独
ソ
巨
人
品
目
以
／
旬
の
は
木
外
交
が
初
十
J

Pノ
オ
ロ
ボ
ー
に
よ
る
以
ソ
政
散
か
一
句
権
リ
政
治
的

続
汁
戸
い
ぷ
づ
ノ
＼
対
ソ
向
い
父
格
部
へ
と
政
策
転
換

L
ごい
v

p

J

た
の
と
は
対
肢
を
な
す
J

れ
つ
の
で
あ
っ
ん
＝
こ
の
対
ソ
認
識
を
心
ぐ
る
古
川
と

J
l
v
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丹
十
人
外
交
の
か
人
根
性
は
、

声凶川、か

土
ん
静
一
品

を
砕
rm
し
と
束
十
尚
一
ア
ン
ア
へ
の
進
出
キ
一
凶
7

？
汁
と
す
ゐ
間
選
論
に
い
だ
工
、
川
米
関
係

へ
九
考
烹
か
ん
反
対
で
あ
J

た
こ
と
を
一
小
す
ち
の
で
あ
る

y
z
f
u
に
、
欧
州
戦
ぉ
勃
党
仁
一
。
っ
て
連
盟
休
初
が
完
全
に
山
明
快
tL
た
僚
も

ゴ
桐

役
が
普
通
、
一
先
的
判
際
政
治
問
削
を
刊
持
レ
つ
つ
け
ご
い
た
二
7

J
ゼ
一
七
時
三
、
い
一
。
な
ぜ
な
ら
、
芦
田
の
以
ソ

ノ
連
を
凱
「
明
日
J

状
打
佼
勢
力
一

L
L
C
日
独
伊
＝
向
の
川
刊
に
引
き
つ
け
る
こ
と
に
よ
コ
亡
、
現
状
維
持
勢
力
一
ん
と
あ
る
民
不
ど
対
抗
し
、
仕
持
争
点

州
、
ソ
連
、
一
凡
川
、
米
川
の
四
つ
の
ブ
ロ
y
ク
に
分
害
し
よ
う
と
す
る
新
秩
序
構
想
ー
を
全
両
日
市
に
ぶ
口
正
ず
る
も
の
で
あ
勺
た
か
レ
ノ
と
あ一

る
F

＋
「
j

川
は
、
ゆ
川
戦
争
叫
伎
の
匡
恒
川
牧
町
ヨ
に
刈
J

9

る
見
語
！
と
1
て
連
盟
件
引
の
復
活
を
7
f
引
J

。
る
な
ど
、
な
お
も
善
局
、
一
誌
へ
の
期

円
jι

ゼ
パ
ー
一
っ
て
い
な
か
っ
た

し
た
が
ゥ
て
、
古
J

田
に
と
う
亡
、

欧
州
一
戦
h
H
J

は
山
界
新
秩
山
門
d

建
設
の
た
め
の
戦
い
な
と
で
い
な
ノ
＼

に
よ
っ
て
同
際
収
庄
一
が
川
町
潤
ミ
れ
る
一
一
凶
阻
む
的
知
秩
序
」
じ
あ
け
、

J

担
は
ご
J
Y
T
Y
－
－
も
ド
二
凶
際
的
組
秩
肖
」
を
行
い
1

川
山
し
介
芯

同
と
し
て
担
判
す
べ
き
対
象
に
他
な
ら
な
か
了
／
d

こ
の
よ
う
に
、
従
ー
ム
ド
朝
日
早
川
戦
争
の
勃
発
を
h

日
時
間
と
ず
る
と
さ
恥
て
き
た
芦
巨
の
反

、
ノ
・
反
共
で
英
語
へ
わ

、
既
に
戦
中
間
に
で
の
治
靖
子
一
門
見
い
だ
す
こ
と
か
て
き
も

第
一
の
λ
州

K
一は、

戦
出
i

刻
の
門
市
が
出
「
理
士
義
的
悶
際
政
主
観
を
推
計

ν

つ
づ
け
た

い
勺
で
、
地
盤
体
制
の
中
核
的
押
念
！
と
二
、
u
y

直
J
け
て
い
f
条
凶
安
ι
一
保
障
概
念
に
起
す
ゐ
理
解
を
大
き
く
変
容
さ
世
と
い
っ
た
こ
）
で
あ
る
c

本
最
的
に
集
団
安
令
保
障
の
理
念

は
、
設
会
長
守
口
一
化
会
一
原
引
と
し
て
革
対
を
や
み
ん
す
る
も
の
と
二
、
達
同
北
約
に
想
定
さ
引
た
も
引
で
あ
り
、
声
倒
も
F

ご
つ
に
苅
範
的

な
側
同
か
り
焦
叫
ん
女
九
保
障
を
辺
桝
）
f
L

い
た
J

そ
れ
ゅ
よ
ヘ
満
州
事
変
則
の
声
刊
は
、

ノ
主
の
業
凶
安
全
保
防
政
策
一
ド
つ
一
い
f

＼

本
を
包
叫
叫
す
p
h

》
た
め
の
け
ホ
動
？
と
い
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
出

γ
、
ン
ア
に
お
け
る
各
月
間
協
必
の
枠
組
み
を
再
構
法
す
る
併
機
？
と
し
て
抗
え

P

J
戸
別
つ
う

」
人
ケ
も
、

ifd
プ
伝

し
か
し
、

け
巾
判
争
勃
冷
ム
山
後
に
巨
一
民
使
節
ー
に

L
ζ
決
本
を
訪
問
し
た
芦
田
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
半
以
を
は
め
占
「
七
り
に
し
て
徒
凶
安

人ムいと伴

理
解
キ
改
め
た
す
な
わ
ち

九
三
7
公
の
／
ケ
リ
？
に
よ
る
工
イ
一
ノ
オ
ピ
ア
侵
攻
ぞ
翌
主
的
ド
ノ
ツ
に
よ
る
口
カ

1751三IiI 'I. 3〕
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ル
ノ
条
約
廃
棄
こ
い
》
h
l
半
世
話
出
に
対
レ
て
、
辿
明
旦
を
山
い
こ
す
る
尖
叫
安
全
保
防
体
制
が
何
ら
右
効
な
引
込
を
ヰ
し
氾
な
か
円
た
の
は
、

仙
川
山
伊
に
対
抗
し
円
M
7
G

ち
を
待
っ
て
い
な
か
一
た
ナ
め
）
よ
め

7
2
一
見
な
7

長
引
川
安
全
伝
問
仰
が
1
Y丈
に
迫
附
さ
れ
る
た
め
に
は
一
γ
な
宿

事
力
的
市
デ
一
什
け
古
岳
？
？
て
あ
る
ご
い
う
＋
ヂ
際
的
な
辺
炉
を
ぷ
す
d

う
に
な
っ
れ
ん
の
で
あ
る
、

伺
町
に
、
こ
の
一
一
と
は
、
日
汗
州
内
リ
W
F
h
加
主
主
的
向
際
政
治
皆
川
に
も
重
訟
な
説
化
会
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
と
り
汝
本
訪
叫
法
の
戸
川
凶

は
、
世
界
が
連
盟
体
制
令
、
州
議
し
よ
う
と
す
る
長
米
仏
と
い
っ
た
下
半
ク
ラ
、
ン
l
浮
営
と
暴
力
に
よ
勺
て
こ
れ
か
一
破
民
し
よ
う
と
す
る

川
出
冊
の
ソ
F

シ
人
ム
市
71

営
と
い
う
つ
の
ブ
ロ
ソ
ク
に
分
訳
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
う
し
た
羽
安
を
削
に

L
c
m念
日
に
は
円
円
理
的

氏＇ I ；割台， ;r，なにおけ乙吉 i1~-c高出0['1際及川間｛ えl

で
あ
る
は
ず
の
品
盟
が
一
五
五
的
に
は
一
ア
コ
ハ
ニ
ノ
～
ン
1
障
砕
け
の
同
照
と
し
て
持
能
し
と
い
る
こ

r
一
を
託
送
す
る
よ
ー
に
な
っ
た
の
す
め
る

そ
の
村
巣
、
戸
山
は
、

中
国
へ
の
式
刈
込
山
に
他
缶
、
つ
な
い
日
中
戦
下
に
対
し
↑
、
週
間
川
伏
い
制

zu先
進
し
よ
う
と
ヲ
之
心
J
fの
介
入
は
不

川
吋
遊
で
あ
る
l
y

の
危
機
感
J

ケ一明
γ
、
よ
ろ
に
な
打
、

日
中
戦
r

半
の
戦
川
市
を
ぷ
口
定
）
ー
刀
ね
な
v
多
国
山
訪
問
へ
の
復
悼
を
説
f

、
外
交
玲
主
唱

与、一「、、

九
百
的
に
ア
メ
川
カ
と
安
協
」
」
す
べ
き
で
あ
る
と
一
首
、
v

る
よ
う
に
な
っ
た

も
？
と
も
、
満
州
事
変
以
比
恨
の
日
ぺ
の
町
外
行
動
は
、
淫
京
大
q
y

心
と
す
る
北
円
近
一
義
的
問
陀
仇
序
に
一
一
す
る
挑
戦
で
あ
り
、

〉
一
一
州
戦
争
を
山
内
7
L

つ
い
に
3
1
7
ぷ
開
戦
＼
1

〆
ど
る

こ
の
間
州
の
芦
川
の
外
父
」
請
は
、
自
ら
の
聞
人
p

山
と
そ
れ
ど
は
し
か
け
配
れ
て
い
く
丹
ぶ

外
交
訂
正
実
y
の
明
川
で
子
后
と
緊
張
を
ね
え
る
も
の
）
よ
め
つ
L

心一
J

ぞ
う
L
た
凶
て
で
、
ヨ
民
使
節
と
戸
、
除
去
を
訪
問
に
～
際
に
は
、

ら
の
理
念
に
以
し
て
じ
山
中
戦
争
に
お
け
る
巨
本
の

υ一
坊
を
一
町
議
す
る
こ
r
J
h

あ
っ
た

じ
米
間
決
後
、
「
戦
争
に
は
段
ち
と
い
一
と
オ
ー

ιな
気
村
弘
子
パ
叫
ん
出
J
7
Q
一
刀
ご
、
ー
た
束
ザ
リ
叫
引
い
添
っ
た
除
、
ぞ
力
持
利
に

引
い
し
し
い
る
の
は
、
止
縦
し
し
い
く
到
な
J
明
石
の
問
で
す
け
し
…
ー
す
る
芦
田
の
で
を
よ
く
似
し
ご
い
る
に

分
と
政
寄
ヲ
し
止
等
v
f
日
告
す
る
示
日
什
ハ
な
い
と

F、

七三

こ
う
し
た
予
活
と
r

九回
7F
乗
り
也
、
）
ん
て
、

H
F
出
の
普
喧
王
義
的
問
泌
氏
F

門
絞
は
戦
後
一
一
ま
C
引
き
締
が
れ
て
い
っ
た
よ
う
に

巴
わ
れ
る
c

古
川
が

G
日
Q
に
よ
る
引
憲
法
肯
案
の
靴
下
放
棄
条
境
音
P

削
に
し
て
、

戦
争
庭
菜
ー
と
い
ひ
、
回
深
紛
争
は
弐
々
に

t
L

円－↓
i
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す
し
、
川
河
ぷ
こ
調
停
に
よ
け
解
決
ゼ
仁
川
る
ペ
ー
ご
r

二
一
一
子
市
川
中
想
以
既
に

議
で
あ
り
火
J

て
司
刺
し
い
も
の
一
γ
は
な
い

1

二
、
市
静
に
壬
け
止
め
え
」
と
は
、

こ
の
こ
と
を
子
q
託
左
の
一
ワ
と
い
ス
る
。
ベ
吋
時

で
p
t
f）
（

A
C
Z
L
吋戸、
z
z
f
に

ゴ
桐

に
、
戦
争
放
棄
条
－
4
を
ア
公
判
条
約
と
述
同
規
約
の
句
L
川刊か
h

受
け
止
め
と
芦
田
が
桁
鮮
叫
刊
誌
ヲ
弁
明
へ
郎
内
y
L
t
詰
在
沖
一
司
市
阜
市
論
者
へ
と

変
貌
を
道
け
F

守
一
レ
も
ま
と
、
彼
の
リ
W
F
h
加
主
主
的
向
際
政
治
皆
川
の
つ
の
伝
結
と
し
て
足
る
こ
2
v
m
J
c
h
ふ
u

な
ぜ
な
ら
、
吹
巾
山
？
を

一
行
た
戸
川
は
、
現
況
の
い
宇
力
L

へ
川
に
し
亡
証
際
秩
序
存
柁
持
し
よ
う
と

γ
る
な
い
ノ
ぱ
、
実
際
的
な
ん

小
可
欠
ヴ
あ
る
ど
の

認
識
を
持
つ
よ
、
つ
に
な
っ
七
か
ら
で
あ
る
し
花
カ
九
叫
／
旬
の
芦
川
は
え
肢
の
司
存
と
独
立
か
一
り
守
か
れ
る
口
衛
栓
い
よ
っ
て
内
軍
備

手
正
九
百
化
し

J

ー
の
再
軍
ほ
弘
前
は
渥
激
と
も
い
え
る
ア
ン
ョ
ナ
リ
ス
ム
の
古
F
V

い
勺
が
ら
れ
た
も
の
で
お
う
か

し
か
［
他
ん
て
、
凸
川
出

が
一
円
山
間
と
J
T
恥
刊
の
位
mwJを
打
立
て
る
と
さ
だ
し
た
窓
は
り
特
訓
を
一
一
ナ
？
っ
と
す
る
な
ら
ば
、
わ
れ
／
ー
、
ー
は

1
7んじ
f

そ
の
犠
牲
を
4
h

r
h

党
情
を
な
す
べ
き
で
£
る
と
注
べ
る
と
き
、
そ
こ
に
戦
間
期
か
ら
戦
中
叩
苅
歩
一
経

の
北
口
市
、
義
的
国
際
政
治
問
を

読
み
山
恥
ど
一
、
じ
y

も
決

L
て
的
外
れ
な
こ
と
で
は
な
い
よ
ハ
に
民
わ
れ
心
的
で
£
る
〈

H 
ヒ
Z
J
硝
が
川
明
り
か
に

J
七
戦
羽
に
い
心
げ
る
告
す
一
三
市
円
程
三
哀
的
判
際
政
治
詞

し
よ
か
、
ヮ
ー
川
い
で

I
i
Aリ一

f
！
L

f

i

〓
：
メ
！
？
v

伊
小
川
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
戦
前
l
木
に
お
け
主
主
十
、
同
安
合
が
障
の
概
念
阻
解
の
没
迭
の

稲
子
一
ど
ヲ
も
一
〕
ど
し
て
ふ
工
店
主
れ
る
こ
漏
え

J
l
v
i

一

ノ

一

（

一

J

J

i

j

i

亡、
F

の
よ
う
ヘ
ふ
芦
田
の
軌
跡
は
こ
れ
ま

J

J

J

ヨ
7

ナ
ノ
）
一
人
ム
の
山
間

μ
か
ら
説
明
さ
れ
♂
一
、
き
た
戦
後
じ
京
の
同
一
中
治

一
誠
に
つ
い
亡
、
集
叫
安
企
保
障
の
河
念
と
の
関
係
か
に
円
芹
始
～
討
す
る
ぷ
い
け
久
性
を
一
不
峻
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
も
一
J

と
も
、

M
H
U

の
普
通
4
説
的
内
際
政
治
勾
？
と
日
一
J

三
次
日
本
の
向
車
備
弘
一
川
こ
の
河
川
滑
に
つ
い
て
は
月
八
九
枠
内
町
仁
言
及
す
る
こ
と
が

P
Sな
力
一
っ
た
円
こ
の
点

一コ
A

f

l
、ム
d

h

d

1

：
l
 
今
後
の
課
題
と
し
た
い
コ

日 n.
平

円一行
Jj{ " 

↑j↑j 郎
掲 ,,,, 
it＇！ソ
II zミ
h 口l
哉没々
木

:}j .i.可
共ベ
恨の
合 II

f~ ま
さず c,: 
人公V
Y 剖

! l乏
ノ l

間人

ノ長 i!. 
OJ '" 欠．
6ぉ H

. f't 

ゑ長
c",, 
！日
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'"' 11 
本
外
方て

f
ぃ
防
水
戸
J

J、
学
問
版
会
、

)L 
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ヘ
山
口
土
戸
出
均
日
記
川
口
川
以
岳
、
一
九
八
町
六
月
百
円
ハ
v
条
r

一
以
一
九
一
共
協
定
公
化
日
刊
注
い
つ
い
て
、
代
目
崎
な
u
r
h
I

一
て
、
ド
人
哨
民
羽
川
口
枯
幼
共
協
定
制
詰
化
印
私
二
会
斗
味
合
一
へ
の
津

市
長
時
（
県
三
河
開
討
、
力
人
一
保
）
閉
校
L

作一れ注目

（
川
以
～
市
祈
γ

ふ
い
つ
L

て
は
、
川
H
J

部
二
氏
に
よ
る
一
山
庄
の
叶
究
が
あ
る

P

て
」
で
は
さ
し
当
た
り
、
戸
引
は
一
ー
外
り
は
古
市
祈
派
”
（
山
ザ
巾
人
公

論
新

ι、
一
口
一
（
〉
作
十
）

aち
庶
組
に
、
出
浦
雅
待
」
「
同
一
刊
年
代
外
務
M
H
u
t
苅
派
の
市
川
県
d

詰
哉
と
政
涼
一
日
大

E
t』
節
目
九
ニ
ヨ

九
八

t
午
六
円
）
、
沼
崎
弘
則
一
外
荷
台
革
事
一
凡
の
現
状
引
叶
M
L
J
r
識
f

一
政
積
一
川
「

E
Uか
体
制
存
一
以
め
て
山
太
戦
後
に
わ
に
h
u

－

－
耕
運
お
。
円
相
ω
の
軌
跡
（
札
州
大
弓

Jm吹
ん
ペ
↓
川
ゅ
ん
八
r了
所
決
も
J

恭一己
υ

（出
J

2

戸川出ん一

4
1い
ホ
凶
器
、
一
九
へ
可
L

九
月
一
一
川
「
内
治

一郎

M
M刑
、
一
九
ヘ
’
q
ヘ
け
一
心
口
約
条

一
日
）
川
山
、
一
九
九
司
一

H
一
円
を
怒
川

f

山
一
パ
川
刷
、
一
化
住
年
八
円
一
八
日
の
条
J

へ
ー
山
〕
九
二
七
立
心
μJ
三

一

付

π一
独
自

hAEト
府
内
六
似
発
↓
石
川
れ
一
拡
大
豆
百
電
叫
ゴ
エ
小
I
h

交
え
言
π

ド
戦
色
下
市
二
冊
、
二
ハ
上
白
い
向
、

可
光
比
、
以
絞
も
巴
し
に
「
t
u
凶
条
約
の
山
川
撃
」
し
二
集
同
機
構
川
誌
宅
の
打
仮
を
弘
口
UJ
司
、
山
干
し
に
い
る
二
九
へ
汗
五
可
一
八
1

れいい存

ソ
連
邦
一
車
元
大
技
汽
子
町
出
川
外
符
大
E
E
i
h
古
川
刊
同
前
、
二
同
一
色
円
、
力
一
八
年
i

一
一
日
一
日
叶
守
主
以
一
史
え
ん
波
発
有
国
外
栴
た
じ
宛

屯
報
、
河
山
、
一
札
耳
打
、
｛

L

刀
河
九
H
J
一参加、
J

へM
J

「
昭
和
十
二
作
i
l
一
川
一
戸
主
よ
い
μ
排

出

主

M
L
の
え
使
夫
誌
認

1

帝
国
ノ
対
外
政
策
聞
係
件
（
刈
芝
、

H
K州
政
情
ブ
除
λ

ノ
こ
第

一A
L
（
外
務
省
外
父
と
判
会
一
一
川
夜
、
外
務
汁
記
川
付
hvv
』（｝（｝きっ

（
民
＼
井
上
勇
一
一
有
円
の

r
h
域
析
出
国
情
E
j一
対
汁
人
父
山
」
同
時
政
治
一
首
L
A

ハ
サ
エ
一
苛
問
、
一
九
八
七
ケ
I

4

3
、
山
山
部
統
一
有
凶

八
郎
ー
一
－
一
川
市
ト
HV
秋
苧
町
山
男
、
服
部
記
ぃ
出
折
口
ょ
に
’
後
1

特
附
害
漏
苦
戦
一
同
期
的
気
V

ン
ア
同
一

RJ戸
一
一
平
一
－
庁
収
芸
人
J

州、
J

ヘ川
4

J

M

戸
剖
み

J
杵
ス
ベ
J

ン
L
〈
慌

z
v
J

欧
本
代
］
円
『
グ
r
h寸
モ
ン
ド
一
清
一

t
幸
市
五
十
J

＼
九
九
’
L

一
戸
J

一

J

i

一只

（
民
有
出
は
、

1

作
戦
争
～
川
町

L
t山川川
h

お
け
る
円
円
間
肋
八
路
公
均
2
の
班
持
者
求
め
る
7

メ
リ
カ
に
し
灯
し
＼
山
下
4FJ
の
事
時
一
週

出
い
あ
り
た
匂
観
念
司
令
忠
則
J
h
y
h
L
共
れ
わ
州
問
p
汁
及
ム
f
p
A恨
の
事
態
を
向
干
り
ん
と
－
v
p
さ
と
は
何
等
h
M
1

阿
の
川
問
題
の
院
比
を
青
一
一
歩
軒
以
～
非
Y

占一ゐ

の
み
な
ら
す
J
d

ん
石
川
畑
久
F

忙
の
停
で
い
資
寸
る
も
の
に
ヰ
三

L
－
E
一
を
四
件
、
一
東
昭
和
秩
序
一
が
陀
い
門
ノ
ン
ン
ト
ン
体
山
？
で
へ
の
川
戸
川
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L

ヤ一お
ιλ
す
9

勺JUυ
の
で
£
〆
d

戸一？九

ι

冊
一
一
一
一
頁

べ川
4

J

F

出
今
川
リ

y
凶
放
と
米
同
孜
市

1
m
m
h
b
I川

山

｛

九

九

4

h

J

f

u

ご
J

（
円
一
一
吉
出
山
口
市
、
闘
係
の
北
段
附
閉
経
ャ
ド
パ
世
じ
人
F
H
A

ニ
リ
二
九
九
平
一

14
一
と
四
九
百
円

（
川
凶
＼
第
二
次
一
九
衛
声
日
の
へ
工
人
に
ハ
い
て
は
、
「
日
記
年
一
汁
二
一
日
川
寸
間
交
副
仕
の
根
本
h
J
到
一
山
門

f
b
庄
内
松
在
声
明
」
一

H

本
外
交

iz－
－
口
巾
戦
争
前

r
、
日
行
（
～
i
川「打一

τ、安舎川山川

一
釘
～
第
七
川
一
」
一
日
去
し
お
け
る
「
下
山
又
間
半
処
理
主
主
へ
の
追
及
が
示
す
よ
う
に
、
ご
れ
ま
で
の
戦
品
質
わ
羽
？
に
人
出
品
牲
を
若
干
7

L
パ
は
む
次

以
パ
ー
い
山
引
に
よ
る
m
u
f
rじ
さ
ペ
寛
大
す
ぎ
一
心
一
切
J

な
さ
れ
て
い

k
f水
汁
相
1

ー
戦
争
主
夜
化
ー
と
荒
川
刻
件
、
い
J

｜
｜
部
ヒ
一

i
じ
れ
議
主
一

内
内
定
二
・
ん
す
川
町
内
・
吉
川
住
宮
大
編
一
日
本
議
宗
主
緑
』
第
九
台
、
川
刑
法

M
m版
、
一
ル
九
介
、
一

J
一
心
コ
二
一
民
を
安
田
N

〆

（川凶）戸木一川
H

協
同
μ

川作一
h

川
以
一
、
そ
の
論
努
川
に
L

み〆一
r

－
や
て
一
L

」
ふ
る
ず
ン
－
／
J

札
川
り
民
念
性
！
〆
一
侃
一
じ
川
性
や
批
刊
、
ア
ン
ア
三
帯
山
け
店
理
！
一
？
｝
「
に
T

ン
ア
↓
叩
日
山
ベ
家
い
工
ハ
ヴ
劫
川
斗
す
／
乍
汁
『
淵
的
政
前
耶
刊
人
…
b
Jゲ

hh4
求〆争ヲヘ戸」
l

》
、
戸
↓
）
い
わ
山
る
H

粁
済
／
け
y
ク
一
的
な
ザ
弘
勺
え
ト
々
を
ア
ハ
ロ
M
J
、
そ
の
枚
止
に
あ
る
資
本
主
埋
λ

均
一
の
克
肢
を
凶
内
政
沼

大
陸
政
管
内
川
E
」わ
JY
ハ
亡
去
求
し
れ
二
と
、
一
一
）
↑
二
ン
7

r

お
け
る
伸
一
品
戸
一
念
の
形
成
は
、
車
に
ア
ジ
F

の
新
し
い
出
家
立
合
を
可
能

と
十
九
ば
か
り
で
な
く
、
一
世
界
山
ん
の
示
亡
戸
段
唱
に
お
け
＆
山
界
的
原
万
一
円
創
造
に
っ
し
り
な
る
と
あ
ろ
、
つ
い
寸
之
ヴ
ペ
ー
ジ
／
h
J
U

と
か

れ
て
い
た

P
C一
そ
3

三
勺
」
、
（
川
川
）
ア
rL
う｝
ν寸
判

司

A
勺ι
の
形
R
Lム」
L
U
抗竹
J

ら
〕
ι灼

い
1

J

与ニ｛照の
k
ハλ紳山んが
l

八油｝
T

、
い
る
ト
亡
が
，
羊
げ
y

れ
る
↑
椅
川
十
人
一
（
以
E
判
汁
仇
片
叩
の
仰
可
γ
山
一
一
附
川
丈
一
松
本
之
乙
沼
川
日

υ代
十
小

刊
札
沿
凶
R
一一宝』

γ

、
L
下
サ

A
悶、

L
J
O
今
、
ニ
ー
ハ
一

j

ハ
ヨ
）
っ

（
凶
＼
＋
戸
川
山
山
J
グ
〆

4
y
v
－
zh，
一
人
ド
十
租
界
ヘ
」
収
入
ノ
ケ
え
一
令
ぺ
戸
詩
人
u
寸
（
九
九
牛
ヘ
汀
口
＼
／
ハ
一
E
J
杭
耳
、
土
門

H

r
っ
て
、
山
田
工
U

H

汗
列
引
の
判
害
が
お
叫
し
ご
ゐ
と
劫
JU7

一
で
あ
れ
、
品
川
竹
下
列
強
レ
の
関
係
斗
予
ヘ
J
羽L
L

措
い
一
礼
｝
れ
ド
苦
処
す
る
一
｝

L
E
4要
l

工
、
ヲ
る
一
喝
刊
で
あ
っ
丈
（
り
前
）

東
和
の
新
秩
序

Jμ
ニ
［
川
」
山
町
政
丘
、
グ
イ
ペ
モ
ン
ド

p
m一
f

八
巻
市
六
口
（
九
八
年
一
打
一
日

r

芦
出
的
口
元
L

節
凶
吾
、
一
九
八
つ
り
一
一
日
の
ノ
ス

二
の
こ
と
は
、
芦
川
が
山
花
川
究
会
心
外
交
委
吾
、
会
に
名
会
辺
ね
な
が
、
し
も
（
唱
和
同
へ
ん
バ
源
三

Mt日
光
会
一

,,ii ゴ
桐

l立11; ；~i 

一
日
本
州
交
F

丸出一

日
巾
戦
予
前

十

ノ！、

λ 

げ礼「セ山川江守、品、

1758〆.ZliI 'I. 3〕rn~ ；，戸市j 位（G1:12: 

J.c 
J、



氏＇ I ；割台， ;r，なにおけ乙吉 i1~-c高出0['1際及川間｛ えl

八
午
八
一
一
〕
一
七
九
九
母
出
ノ
も
十
一
刊
協
同
体
J
M
U
Y
川
内
科
休
制
を
刈
く
山
、
ぺ
子
〆
パ
？
と
は
山
山
h

か
に

一
郎
一
土
門
日
d
A
H
V心
」
正
司
持
、
一
九
八
戸
九
月
一
日
の
条
「
対
寸
丹
花
了
は
、
お
そ
ム
ノ
＼
清
報
市
民
心
可
作
芯
た
で
あ
7
0

革
新
派
に
た
い
川
知
と
陀
ハ
ゆ
定
的
化
問
起
を
め
く
り
一
二
元
解
J
V
J
八
戸
一
ノ
止
に
三
、
い
ゐ
か
よ
一
で
あ
る
（
同
町
凡
一
八
’
L
l

九

月

四

朴

容
阿
＼
ご
こ
の
也
、
つ
JU1、
社
内
で
モ
江
外
交
官
の
在
山
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